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中医協 診－1－6  

1 8． 8． 9  

平成18年度医療機関の部門別収支に関する調査研究について（案）  

1．調査研究の目的   

○ 病院の診療科別経営実態を捉えるため、診療科別収支計算方法を開発することと   

し、開発された診療科別収支計算方法を活用し、診療科別経営状態の把握を行うこ   

とにより、診療報酬改定に当たっての政策立案に資する基礎資料を整備することを  

目的とする。  

2．調査研究の内容   

○ 平成18年度は、平成17年度調査研究までに開発された手法を用いてより多く   

の病院に対して一般原価調査等を実施し、診療報酬改定の基礎資料に供することを   

含め、本調査研究結果の活用を検討する。  

○ 調査票は、平成17年度調査研究における調査票に沿ったものとする。  

また、より効率的なデータ収集をめざす観点から、病院における入力支援ソフト   

の活用を視野に入れ検討する。  

3．調査研究の対象   

病床種類が主に一般病床で構成される病院を対象とした上で、診療行為単位のコス  

トデータを収集する観点から、レセプト・データをレセプト電算処理フォーマット形   

式で提出できる病院に加え、DPCのEファイルを用いることが可能なDPC準備病   

院及びDPC対象病院に協力を依頼して調査対象病院に含める。  

4．スケジュール  

平成18年 9月～ 調査対象施設の選定  

10月～ 調査実施  

12月～ 集計・分析   

平成19年 3月  結果報告  

○   



中医協 診－1－7  

1 8． 8． 9  

平成18年度医療のIT化に係るコスト調査について（案）  

1．調査の目的  

○ 医療のIT化は、下記①～④の課題に応えるための手段として、現在その重要性を   

増しているところである。   

①標準化・透明化された医療情報を国民に提供し、医療機関の説明責任を果たすこと   

②医療の安全性を向上すること   

③医療情報の共有による地域の医療資源の利用を適正化す 

④院内システムを効率化すること  

○ さらに、本年1月にIT戦略本部から発表された「IT新改革戦略」に基づき、6月   

1日に示された「重点計画－2006」においても、「ITの構造改革力を最大限に発捧し、   

疾病の予防、医療の質の向上と効率化、医療費の適正化及び医療格差の解消を図る  

ことが緊急の課題」として医療のIT化の重要性・緊急性が強く言匝われている。  

○ この「重点計画一2006」における具体的施策の1つとして、「健康情報を活用した   

高度な予防医療の支援と医療機関による質の高い医療の実現」が掲げられ、「導入目  

的を明確にしたうえで、電子カルテ等の医療情報システムの普及を推進し、医療の   

質の向上、医療安全の確保、医療機関間の連携や全国的な健康情報の活用等を飛躍  

的に促進する」ことが施策目標となっている。  

○ 本調査は、このような医療の1T化に伴うコスト（IT導入に伴い追加的に発生する  

コスト／導入の結果として削減可能であるコスト）の実態を把握し、診療報酬体系  

における評価の在り方について検討するための資料を作成することを目的とする。  

○ 平成17年度における調査では、医療のIT化について先進的な取り組みを行ってい  

る医療機関等に対してヒアリング調査を行い、医療の汀化に伴うコストについて定  

量的・定性的に把握したものの、あくまでも限定的な施設へのヒアリング調査に基  

づくものであるため、より幅広い医療機関等を対象とする調査設計が課題となって  

いたところである。  

○ そこで、本年度調査では、医療のIT化に係るコストについて政策に活用できる十  

分なデータを得るため、より幅広い医療機関等を対象としてアンケート調査を実施  

するものとする。   



2．調査対象及び方法  

○ 病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局を調査対象とする。  

○ これらの調査対象に対して、別添の調査票案を送付し、アンケート調査を実施す   

る。なお、アンケート調査への回答施設の一部に対してヒアリング調査を実施し、   

主にITシステムの導入効果について補完的な事例把握を行う。  

3．調査内容  

○ 本調査では、平成17年度調査において区分したように、医療のIT化に伴い追加的   

に発生するコストを「（ベンダーへ支払う）システム導入保守費用」と「施設内の人   

的資源の投下」ごとに定量的な把握を行う。また、医療ITの導入効果については「導   

入の結果として削減可能であるコスト」について定量的な把握を行う。  

○ さらに、アンケート調査への回答結果から、医療ITの導入にあたって、その導入   

効果の検証などを計画的に実施している医療機関を抽出し、ヒアリング調査を実施す  

ることも検討する。  

調査項目   具体的な設問例   

l基本情報   口施設名、所在地  

□病床数  口入院・外来の状況  

口承認等の状況  □診療報酬点数の算定状況 等   

■収支状況   □医業収入  

D医業費用   

■ITシステムの概況情報   

■：【Tシステムの個別情報   □製品名・製造元  

喜≡≡蓋芸；……≡三ム）導入状況  

口契約形態  

□導入（更新）時期  □導入費用  等   

■院内体制   ロシステム専管部署の有無・体制・人件費  

Dシステム運用等に係る院内検討委員会等の構成・開催頻度  

ロシステム運用までの発生する教育・研修・リハーサル 等   

■IT導入による削減コスト   □紙・フイルムの量・費用の変化の状況  

□人件費の変化、スタッフ配置の変化の状況  

口計画的な検証の実施状況  等   

暮IT導入による効果   □安全性の向上  

□患者へのサービスの向上  等   

2   



4．調査体制  

○ 本調査は、シンクタンクヘの委託調査とし、当該シンクタンク内に松田晋哉産業  

医科大学教授を主任研究者とする検討委員会を設けて調査を行うこととする。  

5．スケジュール  

平成18年 9月  調査対象施設の選定  

10月  アンケート調査実施  

11月 ～ 集計・分析  

12月 ～ ヒアリング調査実施   

平成19年 3月  調査結果の報告  

3   



第1 基本情報   



第2 収支情報  

医業費用  （平成17年虔分）   

科  目  金  額  

呼  
百  
万  

千  

①入院収入  円  

②特別の療養環境収入  円  

③外来収入  円  

④その他の医業収入  円  

合計（①＋②＋③＋④）  円  

（p材料費  円  

②給与費   医師  円  

歯科医師  円  

薬剤師  円  

看護職員  円  

看護補助職員  円  

医療技術員  円  

事務職員  円  

技能労務員・労務員  円  

役員  円  

③委託費  円  

④設備関係費  円  

⑤経費  円  

⑥その他の医業費用  円  

合計（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）  円   

1 医業収入・  

（l）医業収入  

（2）医業費用  

第3 院内情報のIT化の概況  

・テ冬場申状況  （平成17年席分）   

■レテシステム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

リングシステム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

畏務支援システム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

鞋務支援システム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

鞋務支援システム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

泉業務支援システム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

余査業務支援システム  01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

覧務支援システム   Ol稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

邦業務支援システム  ，01稼動中  02 開発中  03 計画中   、04 計画なし   

業務支援システム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

旨理業務支援システム  Ol稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

也のシステム   01稼動中  02 開発中  03 計画中  04 計画なし   

電子カノ  

（2）オーダ  

看護業  

薬剤業  

手術業  

放射線  各
部
門
シ
ス
テ
ム
 
 
 

臨床検  

医事業  

材料部  

食事業  

病歴磐  

5  



第4 1Tシステムの個別情報  

システム情報（む  

圭品名   製品名  

製造元  

綿巨   01電子カルテシステム  02オーダリングシステム  03看護業務支援システム   

こ○）  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム   08医事業務支援システム   09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム   12その他のシステム  

導入形態   導入時期・期間  

01購入  年  月  日  

02リース 年  月  日  

03 レンタル  コ→  年  月  日  

保守点検   Ol保守点検・修繕を一括  02 分割  
百  
斤  

千  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタル の場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

システム製  

システム機  2  

（該当する全てi  

3 契約形態  

4 契約金額  

システム情報②  

皇品名   製品名  

製造元  

機  01電子カルテシステム  02オーダリングシステム  03看護業務支援システム   

こ○）  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム  08医事業務支援システム  09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム   12その他のシステム  

導入形態   導入時期・期間  

01購入  年  月  日  

契約開始日  年  月  日  

02リースコ→  契約終了日  年  月  日  

保守点検   Ol保守点検・修繕を一括  02 分割  
百  千  
万  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタルの場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

システム製  

システム  2  

（言亥当する全てl  

3 契約形態  

4 契約金額   

6  



システム情報③  

呈品名   製品名  

製造元  

象能   01電子カルテシステム  02オーダリングシステム  03看護業務支援システム   

こq）  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム  08医事業務支援システム  09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム   12その他のシステム  

導入形態 導入時期・期間  

01購入→  年  月  日  

02リース 年  月  日  

03 レンタル  コ→  年  月  日  

保守点検   01保守点検・修繕を一括  02 分割  
盲  
万  

千  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタル の場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

システム製  

システム機  2  

（該当する全てl  

3 契約形態  

4 契約金額  

システム情報④  

製品名  

製造元  

01電子カルテシステム  0ユオーダリングシステム  03看護業務支援システム   

）㌻こ㌻  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム  08医事業務支援システム  09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム  12その他のシステム  

導入形態l  導入時期・期間  

01購入→  年  月  日  

契約開始日  年  月  日  

02リースユ→  契約終了日  年  月  日  

保守点検   Ol保守点検・修繕を一括  02 分割  
古  
万  

千  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタルの場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

1 システム製  

2 システム機  

（該当する全てに  

3 契約形態  

4 契約金額、  
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システム情報（診  

皇品名   製品名  

製造元  

畠能   01電子カルテシステム  02オーダリングシステム  03看護業務支援システム   

こ〇）  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム  08医事業務支援システム  09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム   12その他のシステム  

導入形態   導入時期・期間  

ol購入→  年  月  日  

02リース 年  月  日  

03 レンタル      ‖  コ→  年  月  日  

保守点検   01保守点検・修繕を一括  02 分割  
ト  
万  干  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタルの場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

システム機  2  

（該当する全てI  

3 契約形態  

4 契約金額  

システム情報⑥  

品冬   製品名  

製造元  

能   01電子カルテシステム  02オーダリングシステム  03看護業務支援システム   

0）  04薬剤業務支援システム  05手術業務支援システム  06放射線業務支援システム  

07臨床検査業務支援システム  08医事業務支援システム  09材料部業務支援システム  

10食事業務支援システム   11病歴管理業務支援システム   12その他のシステム  

導入形態 導入時期・期間  

01購入→  年  月  日  

契約開始日  年  月  日  

02リースコ→  契約終了日  年  月  日  

保守点検   Ol保守点検・修繕を一括  02 分割  
百  
万  

千  

購  入の場合  円［総額］  

リ ー ス の場合  円［年額］  

レンタル の場合  円［年額］  

保守点検の費用  円［年額］※本体と分割契約の場合   

1 システム製  

2 システム機  

（貢亥当する全てに  

3 契約形態  

4 契約金額  
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第5 システム導入一道用に関する院内体制  

lシステム専管部署   

テム専管部署の有無   01有り  02 無し   

テム専管部署所属職員  医師  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

歯科医師  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

薬剤師  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

看護職員  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

看護補助職員  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

医療技術員  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

事務職員  人［常勤換算・′ト数点第一位まで］  

技能労務員・労務員  人［常勤換算・小数点第一位まで］  

役員  人［常勤換算・小数点第一位まで］   
千 

人件費（平成17年度）   
円   

・ム準用専l三瀬する瞑内検討委早睾   

余討委員会の有無   01有り  0ヱ 無し   

余討委員会の構成   医師  人  

歯科医師  人  

薬剤師  人  

看護職員  人  

看護補助職員  人  

医療技術員  人  

事務職員  人  

技能労務員・労務員  人  

役員  人   

頃度   年 回［1回当たり平均  時間］   

ステム運由執羊甲する分科会「ワ∵ヰンタグル十プ①   

会・ワーキングの有無   01有り  02 無し   

会・ワーキングの構成  人  

歯科医師  人  

薬剤師  人  

看護職員  人  

看護補助職員  人  

医療技術員  人  

事務職員  人  

技能労務員・労務員  人  

役員  人   

頻度   年 回［1回当たり平均  時間］   
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ステム運用等に関する分科会・ワーキンググループ② ※分科会等が複数ある場合にご記入ください   

会・ワーキングの構成  医師  人  

歯科医師  人  

薬剤師  人  

看護職員  人  

看護補助職員  人  

医療技術員  人  

事務職員  人  

技能労務員・労務員  人  

役員  人   

頻度   年 回［1回当たり平均  時間］   

スラヰ運用等l事由する分科会・ワーキンググル⊥プ③ ※分科令等が蝮数ある場合にご記入ください   

会・ワーキングの構成   医師  人  

歯科医師  人  

薬剤師  人  

看護職員  人  

看護補助職員  人  

医療技術員  人  

事務職員  人  

人  

人   

頻度   回［1回当たり平均  時間］   

戸ム導入由の「定細間のネタッラ研修   

ッフ研修の有無   01有り  02 無し   

当たり必修回数   医師  回［1回当たり平均  時間］  

歯科医師  回［1回当たり平均  時間］  

薬剤師  回［1回当たり平均  時間］  

看護職員  回［1回当たり平均  時間］  

看護補助職員  回［1回当たり平均  時間］  

医療技術員  回［1回当たり平均  時間］  

事務職員  回［1回当たり平均  時間］  

技能労務員・労務員  回［1回当たり平均  時間］  

役員  回［1回当たり平均  時間］   
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第6 一丁導入による効果  

1 一丁導入に伴う効果（主に該当するもの3つを選び、○印をつけてください）  

01比較可能なデータの蓄積と活用が可能になった  

02検査結果等を動画・静止画により説明することで、患者にとって理解しやすい診療が可能になった  

03医療従事者間での情報共有が進み、チーム医療の実施が容易になった  

04医療機関内・医療機関間との情報交換が容易になった  

05システムによる自動チェック機能等により、処方量の基準値オーバーや禁忌等のインシデント等が減少した  

06医師の処方・指示の見読性が高まり、伝達ミス等によるインシデント等が減少した  

07 フイルム・紙等の消耗品の使用量が削減された  

08正確な物流管理により在庫が適正化された  

09診療報酬の請求事務が効率化された  

10業務が効率化され残業時間が減り、人件費が削減された  

11その他（  

第7 一丁導入による削減コスト  
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